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２． 合宿スケジュール ≪県内７泊８日≫ 

 

マ
レ

ー
シ

ア
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
チ

ー
ム

事
前

合
宿

　
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（

実
績

）

0
8
/
2
0
/
2
0
1
8
 
(
M
o
n
)

0
8
/
2
1
/
2
0
1
8
 
(
T
u
e
)

0
8
/
2
2
/
2
0
1
8
 
(
W
e
d
)

0
8
/
2
3
/
2
0
1
8
 
(
T
h
u
)

0
8
/
2
4
/
2
0
1
8
 
(
F
r
i
)

0
8
/
2
5
/
2
0
1
8
 
(
S
a
t
)

0
8
/
2
6
/
2
0
1
8
 
(
S
u
n
)

0
8
/
2
7
/
2
0
1
8
 
(
M
o
n
)

D
A
Y
1

D
A
Y
2

D
A
Y
3

D
A
Y
4

D
A
Y
5

D
A
Y
6

D
A
Y
7

D
A
Y
8

6
:
0
0

6
:
0
0

6
:
3
0
　

朝
食

6
:
3
0
　

朝
食

6
:
3
0
　

朝
食

6
:
3
0
　

朝
食

6
:
3
0
　

朝
食

7
:
0
0

7
:
0
0
 
朝

食
7
:
0
0
　

朝
食

7
:
0
0

7
:
3
0
発

→
7
:
5
0
体

育
館

着
7
:
3
0
発

→
7
:
5
0
体

育
館

着
7
:
3
0
発

→
7
:
5
0
体

育
館

着
7
:
3
0
発

→
7
:
5
0
体

育
館

着
7
:
3
0
発

→
7
:
5
0
体

育
館

着

8
:
0
0

8
:
0
0
-
1
1
:
0
0

8
:
0
0
-
1
1
:
0
0

8
:
0
0
-
9
:
0
0

8
:
0
0
発

→
8
:
2
0
体

育
館

着
8
:
0
0
-
1
1
:
0
0

8
:
0
0
-
1
1
:
0
0

8
:
0
0
宿

所
発

8
:
0
0

コ
ー

ト
練

習
コ

ー
ト

練
習

ト
ラ

ッ
ク

練
習

ウ
オ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
コ

ー
ト

練
習

コ
ー

ト
練

習

9
:
0
0

9
:
1
5
-
1
0
:
0
0

9
:
0
0
今

治
着

9
:
0
0

9
:
3
0
羽

田
発

ア
イ

ス
バ

ス
9
:
3
0
-
1
1
:
4
5

し
ま

な
み

観
光

1
0
:
0
0

1
0
:
0
0
発

→
1
0
:
3
0
宿

所
着

親
善

試
合

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0
松

山
空

港
着

　
・

亀
老

山
展

望
台

1
1
:
0
0
歓

迎
セ

レ
モ

ニ
ー

　
・

サ
イ

ク
リ

ン
グ

1
1
:
0
0

1
1
:
3
0
発

→
1
1
:
5
0
宿

所
着

1
2
:
0
0
発

→
1
2
:
2
0
宿

所
着

1
1
:
3
0
発

→
1
1
:
5
0
宿

所
着

1
1
:
3
0
　

昼
食

1
1
:
3
0
発

→
1
1
:
5
0
宿

所
着

1
1
:
3
0
発

→
1
1
:
5
0
宿

所
着

　
・

タ
オ

ル
美

術
館

1
2
:
0
0

1
2
:
2
0
　

昼
食

1
2
:
0
0
　

昼
食

1
2
:
0
0
　

昼
食

（
ﾚ
ｽ
ﾄ
ﾗ
ﾝ
夢

屋
）

1
2
:
0
0
　

昼
食

1
2
:
0
0
　

昼
食

　
　
　
　
　
（
昼
食
）

1
2
:
0
0

1
2
:
3
0
　

昼
食

1
3
:
0
0

1
3
:
0
0
発

→
松

山
市

内
1
3
:
0
0
-
1
5
:
0
0

1
2
:
4
5
今

治
発

1
3
:
0
0

1
3
:
3
0
発

→
1
4
:
0
0
砥

部
着

松
山

市
内

観
光

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

教
室

1
3
:
4
5
宿

所
着

1
4
:
0
0

住
民

歓
迎

イ
ベ

ン
ト

（
中

央
公

民
館

）
1
3
:
3
0
-
1
8
:
3
0

1
4
:
0
0

1
4
:
5
0
公

民
館

発

1
5
:
0
0
1
5
:
0
0
陶

芸
創

作
館

着
　
・
道
後
温
泉

1
5
:
0
0
-
1
6
:
0
0

1
5
:
1
0
宿

所
発

1
5
:
0
0

絵
付

け
体

験
等

1
5
:
3
0
-
1
6
:
3
0

1
5
:
3
0
-
1
8
:
0
0

　
・
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車

1
5
:
3
0
-
1
7
:
4
5

ｼ
ﾞ
ﾑ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
(
ｼ
ﾆ
ｱ
)

1
5
:
3
0
空

港
着

1
6
:
0
0

ｼ
ﾞ
ﾑ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
(
ｼ
ﾆ
ｱ
)

コ
ー

ト
練

習
　
・
大
街
道
（
自
由
行
動
）

1
6
:
0
0
発

→
1
6
:
3
0
宿

所
着

コ
ー

ト
練

習
1
6
:
0
0
-
1
7
:
3
0

お
別

れ
セ

レ
モ

ニ
ー

1
6
:
0
0

1
6
:
3
0
陶

芸
創

作
館

発
1
6
:
3
0
-
1
8
:
0
0

ｼ
ﾞ
ﾑ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ

1
7
:
0
0
1
7
:
0
0
宿

所
着

ｼ
ﾞ
ﾑ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ

(
ｼ
ﾞ
ｭ
ﾆ
ｱ
)

1
7
:
3
5
松

山
発

(
N
H
5
9
6
)

1
7
:
0
0

(
ｼ
ﾞ
ｭ
ﾆ
ｱ
)

1
7
：

4
5
-
1
8
：

3
0

1
8
:
0
0
1
8
:
0
0
発

→
1
8
:
2
0
ﾎ
ﾃ
ﾙ
着

1
8
:
0
0
発

→
1
8
:
3
0
宿

所
着

ア
イ
ス
バ
ス

1
8
:
0
0

1
8
:
3
0
歓

迎
ﾚ
ｾ
ﾌ
ﾟ
ｼ
ｮ
ﾝ

1
8
:
3
0
0
　

夕
食

1
8
:
3
0
発

→
1
8
:
4
5
宿

所
着

1
8
:
3
0
　

夕
食

1
8
:
3
0
発

→
1
9
:
0
0
宿

所
着

1
8
:
3
0
　

夕
食

1
9
:
0
0
羽

田
着

1
9
:
0
0

1
9
:
0
0
　

夕
食

※
夕

食
は

キ
ャ

ン
セ

ル
1
9
:
0
0
　

夕
食

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0
2
0
:
0
0
発

→
2
0
:
2
0
宿

所
着

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

2
3
:
0
0

N
H
8
8
5
 
2
3
:
3
0
-
8
/
2
8
 
0
6
:
0
0

1
8
0
8
2
0
-
2
7

マ ッ サ ー ジ 対 応 マ ッ サ ー ジ 対 応

マ ッ サ ー ジ 対 応 マ ッ サ ー ジ 対 応

マ ッ サ ー ジ 対 応

マ ッ サ ー ジ 対 応 マ ッ サ ー ジ 対 応

マ ッ サ ー ジ 対 応マ ッ サ ー ジ 対 応

マ ッ サ ー ジ 対 応

マ ッ サ ー ジ 対 応



3 

 

３． 合宿受入れ体制 

（１）練習環境 

○コート設営 

・練習コートは愛媛県総合運動公園体育館メインアリーナを使用 

・体育館内施設等に英語の案内表示（トイレ、シャワー室、医務室等） 

・ＢＡＭの要求により、コート８面を用意 

 

  

＜コートマット敷設＞ 

・コートマットは、県総合運動公園体育館倉庫に８面分あるものの、近年使用したのは２～４面分の

みであり、他のマットは老朽化により使用できるか不明であった。このため、全マットを新居浜市が保

有している物を借用することとなった。（29 年えひめ国体時に使用実績あり） 

・敷設作業は、8月20日（月）に県バドミントン協会と新田高校男子バドミントン部員25名が行った。

午前 9時に開始した作業は、午後 2時 30 分頃終了。8 面敷設するのに４～５時間を要した。 

(一般利用者更衣室)

便 所

出入口

事務室

研修室

←サブコート
ホール

靴脱ぎ場

男　子
控　室

医務室

ドリンク ドリンク
製氷機

見学者受付

選手荷物置き場

マレーシア
バドミントン選手

控　室

高校生補助員
控室

女　子
更衣室

男　子
更衣室

一

般
利

用
者

立
ち

入
り

禁
止

機械室 放送室

シャワー室

アイスバス

便所

会場レイアウト

器具庫

シャワー室

アイスバス

便所 器具庫

女　子
控　室

第１コート第２コート第３コート第４コート

第５コート第６コート第７コート第８コート
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（２）練習内容 

○コート練習 

・コート練習は、午前は８時～１１時、午後は 15 時 30 分～18 時 30 分の３時間が基本。 

・30 分ウォーミングアップし、２時間練習、終わりにヨガマットを使い 30 分ストレッチ。 

     

 

＜練習補助＞ 

・体育館でのコート練習中には、新田高校、松山商業高校、松山北高校の３校のバドミントン部員が

毎回 20 名程度交代で練習補助に当たった。内容は、休憩中のコート整備（雑巾、粘着ローラ

ー）、ドリンク渡し。 

・レベルの高い練習を間近に見る機会であり、高校生や指導者たちは熱心に練習を見守っていた。 

・練習後には、補助していただいた学校にコートを解放し、使用してもらった。 
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○アイスバス 

・ＢＡＭから、練習直後のリカバリーとして、プールかアイスバスを用意してほしいとのリクエストがあり、１

人用のポータブルアイスバスを６個用意（男女のシャワー室にそれぞれ３個ずつ設置）。アイスバスがあ

れば、プールセッションは不要とのこと。 

・ただし、毎回は不要で、コーチから指示があったのは、練習期間中２回のみであった。 

・コーチからは、使用の基本は水温 10 度に 10 分浸かるとのことで、温度を確認できるよう、水温計を

備えるよう指示があった。（水温を下げるために大量の氷と時間が必要であった。） 

・選手たちは、下半身のみ浸かっていた。 

・アイスバス使用時には、コーチが側で指示をしていた。 

   
 

○ジムトレーニング 

・ジムは、愛媛県武道館のジムを専用利用。練習期間中、２回実施。いずれも、午後。 

・ジムのキャパを考慮し、シニアとジュニアに分けて実施。 

・シニアは、ウエイトトレーニングを中心に１時間、ジュニアは、有酸素運動＋ウエイトで１時間半のトレ

ーニング内容であった。 

 
 

○トラック練習 

・練習期間の中日にトラック練習を行いたいとのリクエス

トにより、県総合運動公園陸上競技場にてトラック練

習を実施。（舗装路面は足に負担がかかるため、トラッ

クが良いとのこと） 

・内容は、男女に分かれて、１００Ｍダッシュのインターバ

ル。コーチは、１時間半ほど行う予定であったが、暑さ

のため、１時間ほどで切り上げた。 

・トラック練習後にアイスバスを使用。  
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（３）宿泊環境  松山競輪場宿舎（松山中央公園内） 

 ・宿泊施設として、県総合運動公園体育館へのアクセスを考慮し、松山競輪場宿舎を利用した。 

 ・全館貸切での利用が想定された施設で、他の宿泊者がおらず、選手たちは快適に過ごしていた。 

 

 

○宿泊室 

・３階建ての建物の２階及び３階が宿泊室となっており、２階

が女性フロアー、３階を男性フロアーとして利用した。 

・４人部屋を２～３人の選手及びコーチに割り当て。 

・各部屋にテレビ、冷蔵庫、電気ポットあり。 

・コーチからは、部屋は快適で、４人部屋であれば、選手４人

割り当てでも良かったとのコメントあり。 

 

○浴場 

・施設には大浴場１か所とシャワー室２か所しかなく、男性は大浴場、女性はシャワー室を利用した。 

・シャワー室は２室と少なく、女性は交代で利用せざるを得ず、多少不便を感じていたようであったが、

体育館やジムにシャワーが備わっているため、許容できる範囲とのコメントがあった。（女性は、大浴

場は抵抗があり利用せず。） 

   
 

○洗濯施設 

・クリーニング業者のランドリーサービスは使用せず、各階に６基ずつ備

えられた洗濯機と乾燥機を使い、選手たち自ら洗濯を行った。（コー

チの教育方針） 

宿舎 
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（４）食事及び補助食 

◇事前打合せで、BAM より要望のあったのは次の事項。 

・個人的な好みや宗教的信念のために特定の食物を回避している人々に対応するために、

様々な食べ物の選択肢があるのが望ましい。炭水化物（ご飯もの、麺類、パスタ）の少なくとも 2

つの選択肢と少なくとも３つ以上のたんぱく質（鶏肉、肉類、魚、魚介、卵、豆腐）の選択肢、2

つ以上の野菜（調理野菜、サラダ）を用意してほしい。 

・今回の選手団には、１人だけムスリムのコーチがいる。彼には、ハラル食の対応をお願いした

い。（全員分を対応する必要はなく、ビュッフェの際にわかるように表示をしたので構わない） 

・中華系の８人は、宗教的な理由で牛肉を食べない。  

・生ものはあまり食べなれておらず、消化不良にもつながるので好ましくない。揚げ物も、できる

だけ少なくしてほしい。その代わり、炒め物、焼き物、蒸し物、煮物が好ましい。 

・選手たちは、一般人の1.5倍くらいのカロリーを摂取する。 

 

◇宿舎の食事提供業者との打ち合わせの際、BAM の要望を伝え、対応を依頼した。 

【対応内容】 

・朝、昼、晩の３食をビュッフェ形式で提供する。 

・基本的に、牛肉は使用しない。その他の肉類は、極力ハラルに対応した輸入肉を調達する。 

・食事提供の際には、それぞれの料理毎に使用食材が分かるような表示カードを掲示し、ハラルか

どうかも併せて表示する。 

・可能な範囲で、マレーシア料理（ナシレマなど）を提供する。 

 

   
 

【評価】 

・食事は総じて高い評価であり、選手たちからも、「とてもおいしい」との声が聞かれた。 

・食べ慣れない日本食（煮物や刺身等）にはあまり手を付けず、カレーや麺類、ご飯もの、卵料理は

良く食べていた。 

・食事は選手たちに一任し、スポーツ栄養学に基づいた食管理までは行っていない様子であった。 

肉類 ソーセージ 麺類・卵 ミーゴレンと目玉焼き 肉類 豚生姜焼き
ベーコン 穀物 おにぎり（鮭と昆布） タンドリーチキン

魚介類 塩サバ 汁物 豚汁 魚介類 サーモンマリネ
ちくわﾊﾞﾀｰ醤油炒め 野菜たっぷり味噌汁 エビチリソース

卵類 目玉焼き 野菜 サラダバー モンゴイカグリエ
だし巻き デザート フルーツ 豆類 豆腐ピリ辛煮

豆類 蒸し豆腐干しえび香味たれ 冷奴
汁物 味噌汁 汁物 春雨と干しエビスープ煮

パンプキンスープ 味噌汁
穀物 白飯 野菜 サラダバー

味付け海苔 トマトとナスのチーズ焼き
パン デザート ｱﾛｴﾍﾞﾗ＆ﾌﾙｰﾂｺｺﾅｯﾂﾐﾙｸ和え

シリアル

野菜 サラダバー

レンコンきんぴら

モロヘイヤひたし

デザート フルーツ

ヨーグルト

8/23
（木）

宿泊所食事献立（抜粋）
朝食 昼食 夕食
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○補助食 

・ＢＡＭからは、朝・昼・晩の食事のほかに、練習の合間や夜食用に軽食を提供してほしいとのリクエストが

あった。 

・今回は、スポーツ栄養士に依頼し、栄養管理の観点から補助食を選定、調達していただき提供。 

 

 

【午前練習後】※練習後の速やかなエネルギー補給、疲労回復 

    

 ⇒飲むヨーグルトは好評。果汁 100％ポンジュースは、酸味が強く濃いため、ほとんど飲まれなかった。 

【午後練習前】 

     

  ⇒コーチから、練習前のおにぎりは重たすぎるので好ましくないとの指摘あり 

【夜食用】 

     

  ⇒基本的には良く食べていたが、選手たちの好みにより食べ残しも見られた。 

   甘めの紅茶は大変好んで飲まれた。 

   多くの選手が、夜、コンビニで買ったカップ麺やスナック菓子をよく食べていた。  

8:00-
11:00

コート練習 オレンジジュース オレンジジュース オレンジジュース 　親善試合 オレンジジュース オレンジジュース

バナナ ハウスみかん エネルギーゼリー3種 オレンジジュース バナナ

飲むヨーグルト 飲むヨーグルト エネルギーゼリー4種 飲むヨーグルト 飲むヨーグルト

昼食 宿舎にて 宿舎にて 宿舎にて 夢やにて 宿舎にて 宿舎にて

13:00－15：00午後練習のための 午後練習のための  市内観光 バドミントン教室 午後練習のための 午後練習のための

13:30頃 鮭おにぎり　 ツナおにぎり　 オレンジジュース ヨーグルト５種 シリアルバー

フルーツゼリー チョコムース シリアルバー　3種 みかん バナナ

紅茶・コーヒー等 紅茶・コーヒー等 紅茶・コーヒー等 紅茶・コーヒー等

15：30－18：30 オレンジジュース オレンジジュース オレンジジュース オレンジジュース

ジムトレーニング

夕食 宿舎にて 宿舎にて 自由 宿舎にて 宿舎にて 宿舎にて

軽食・スイーツ バナナマフィン 豆乳ドーナッツ 菓子パン・調理パン　各種 菓子パン・調理パン 菓子パン シフォンケーキ

紅茶・コーヒー等 沖縄風ド―ナッツ 紅茶・コーヒー等 紅茶・コーヒー等 紅茶・コーヒー等 紅茶・コーヒー等

紅茶・コーヒー等

マレーシア・バドミントンチーム　　栄養管理業務報告書
8月21日 8月22日 8月23日 8月24日 8月25日 8月26日

エネルギーゼリー5種

オレンジジュース

パウンドケーキ2種

水3本、ポカリ1本/人(県
より）

水3本、ポカリ1本/人
(県より）

水3本、ポカリ1本/人(県
より）

水3本、ポカリ1本/人
(県より）

水3本、ポカリ1本/人
(県より）

水3本、ポカリ1本/人
(県より）
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（５）コンディショニングケア 

・選手たちのコンディショニングケアを行うため、宿舎の２階、３階の休養室をフィジオルームとし、マッサ

ージベッド、ストレッチマット・ポールを備え付けるとともに、２階にはレンタルした高圧酸素カプセルを設

置。選手たちが自由にケアできる環境を用意した。 

・練習日には、愛媛県アスレティックトレーナー協議会の協力を得、１日２回、３名のトレーナーを派

遣していただいた。＜12：30～14：30（１名）、19：00～21：00（２名）＞ 

・施術は、宿舎のフィジオルームにて概ね 30 分、１人のトレーナーが４名程度マッサージやテーピングを

行った。 

・今回の合宿では、同一のトレーナーの確保が難しく、１０名のトレーナーが交代で対応していただき、

施術を行った選手の状態については、業務日報を作成して情報共有を図った。 

・トレーナーの多くは、外国人選手への施術に慣れておらず、特に意思疎通の面で多少やりにくさを感

じていたようであったが、身振り等で確認しながら対応していただいた。 

 

   

 

【コーチからのコメント】 

・今回のトレーナーによるケアには、非常に満足している。 

・初日のみ利用できた電気治療器が期間中使えれば良かった。 

・昼の時間は、休んでいる選手が多く、マッサージを受ける者は少ない。 

・トレーナーによるケアは非常に重要であるため、今後、シニアのトップ選手が合宿する際には、トレー

ナーの数や対応する時間を増やした方が良い。プレイヤーによっては、早く練習を切り上げ、マッサー

ジを受けたいという要望があるかもしれない。 

 

（６）その他 

○通信環境 

・宿舎には、Wi-Fi 等の高速インターネット環境が整っていない

ため、国内用のモバイル Wi-Fi ルータをレンタルし、各部屋に

１台（２～３人利用）配布した。 

・選手たちにとっては、宿舎での休憩時間やバスでの移動、観

光等の際、インターネットや動画閲覧、SNS、電話等のため

のスマートフォンをかなりの頻度で使用しており、高速インター

ネット環境は不可欠である。 
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４． 交流行事 

歓迎 

セレモニー 

8月20日（月）11：00～ 松山空港選手団到着 

（津田中学校バドミントン部50名が小旗でお出迎え） 

１．歓迎の言葉  愛媛県副知事、松山市副市長 

２．花束贈呈    松山市立津田中学校バドミントン部 

３．マレーシア・バドミントンチーム代表者挨拶 
 

   

 

砥部町 

歓迎イベント 

・文化体験 

8月20日（月）14：00～16：30 砥部町中央公民館 

（選手団を小旗でお出迎え） 

１．アトラクション （鼓太朗演奏） 

２．町長あいさつ 

４．マレーシア･バドミントン協会選手団紹介 

５．砥部中学校バドミントン部歓迎あいさつ 

６．マレーシア選手団代表あいさつ 

７．記念撮影 

（砥部町陶芸創作館へ移動） 

・ロクロ実演視察（30分程度） 

・絵付け体験（30分程度）※絵付けした焼き物は、合宿中に選手に贈呈 
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歓迎 

レセプション 

8月20日（月）18：30～ 東京第一ホテル松山 

１．主催者あいさつ 知事・県バド協会会長 

２．歓迎のあいさつ 松山市長 

３．チームメンバー紹介 

４．記念品贈呈 県議会議長、松山市議会議長、

砥部町議会議長 

５．乾杯 砥部町長 

＜会食・歓談＞ 

６．チーム紹介 

７．スポンサープレゼンテーション 

８．チーム決意表明 チームリーダー（女子ダブルスコーチ） 

９．記念写真撮影 

10．中締め 愛媛県バドミントン協会副会長 

  

親善試合 

8月24日（金）9:30～11:30 愛媛県総合運動公園体育館 

＜参加選手：ヨネックスチーム女子３名、愛媛県選抜選手10名＞ 

１．開会セレモニー 知事、砥部町長あいさつ、選手紹介、両チーム代表あいさつ 

２．親善試合 ４面  ※一般観客のほか、南予の高校バドミントン部員を招待 

 第１試合 

〔第１コート〕 ジュニア男子ダブルス 

ﾁｬﾝ･ｲｰｼﾞｭﾝ(18) 
ﾁｭﾝ･ﾎﾝｼﾞｭﾝ(18) 

× 
楠  航 介（新田高） 
甲斐 聡一郎（新田高） 

〔第２コート〕 シニア女子ダブルス 

ｳﾞｨｳﾞｨｱﾝ･ﾌｰ(28) 
ﾔｯﾌﾟ･ﾁｪﾝｳｪﾝ(23) 

× 
内藤 真実（ヨネックス） 
菅野 菜々（松山大） 

〔第３コート〕 男子シングルス 

ﾁｱｰ･ｳｪｲｼﾞｪｰ(18) × 濵中 裕太（ﾗｹｯﾄｼｮｯﾌﾟﾊﾏﾅｶ） 

〔第４コート〕 ジュニア女子シングルス 

ｲｵﾝ･ﾁｰｼｭｴﾝ(17) × 西岡 奈都（新田高） 

第２試合 

〔第１コート〕 シニア男子ダブルス 

ﾛｳ･ﾊﾝｲｰ(21) 
ｳﾝ･ｴﾝﾁｮﾝ(19) 

× 
長谷部 伸洋（松山大） 
曽我部 祥多（松山大） 

〔第２コート〕 シニア女子ダブルス 

ﾄｰ･ｲｰｳｪｲ(17) 
ﾍﾟｱﾘｰ･ﾀﾝｺﾝﾚｰ(18) 

× 
曽根 夏姫（ヨネックス） 
保原 彩夏（ヨネックス） 

〔第３コート〕 ジュニア男子シングルス 

ﾘﾝ･ﾁｮﾝｷﾝ(18) × 鎌田 雄太（新田高） 

〔第４コート〕 ジュニア女子ダブルス 

ﾔｯﾌﾟ･ﾘﾝ(18) 
ｴﾝ･ｼﾝｼﾞｮｳ(17) 

× 
近藤 七帆（新居浜東高） 
星加 実玖（新居浜東高） 

 

ｳﾞｨｳﾞｨｱﾝ･ﾌｰ選手から中村知事に色紙贈呈 
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バドミントン 

教室 

8月24日（金）13:00～15:00 愛媛県総合運動公園体育館 

＜参加者＞中学生約30名、南予の高校部員約30名、新田高校部員約10名ほか 

＜内容＞マレーシアコーチの指導による基礎的な練習（レベルによるコート分け） 

マレーシア選手・コーチ、ヨネックス選手、愛媛選抜選手が実技指導 

  

被災地生徒 

との交流 

8月24日（金） 9：30～15：00  愛媛県総合運動公園体育館 

＜対象校＞ 南予３校（宇和島水産高校、野村高校、宇和高校） 

      バドミントン部員 25名 

＜内容＞ 

・送迎バス１台により、３校の生徒を輸送 

・実業団との親善試合の見学、バドミントン教室への参加 

・バドミントン教室の最後に、マレーシア選手から応援色紙を贈呈 

  

お別れ 

セレモニー 

8月27日（月） 16：00～  松山空港 

１．県代表者あいさつ 

２．砥部町長あいさつ 

３．マレーシアチーム代表者謝辞 

４．出発お見送り 
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５． 観光・余暇活動 

（１）松山市内観光 

8月23日（木） 13：30～18：40 

・合宿中盤の木曜日には、トレーニングは午前中のみで、午後から松山市内の観光を行った。 

・道後温泉を見て、道後商店街を散策した後、坊っちゃん列車で市内に移動し、中央商店街（大

街道）で自由時間を楽しんだ。※天候が悪く、予定していた松山城観光は取りやめ 

  
＜道後温泉本館前＞                ＜坊っちゃん列車＞ 

 

（２）しまなみ海道観光 

8月27日（月） 9：30～12：45 

・本県滞在最終日の午前中には、今治市のしまなみ海道でサイクリングを行った。 

・好天の中、選手たちは、壮大で美しい景色に感動するとともに、サイクリングを楽しみ、早速、SNS

に書き込みを行っていた。 
 

  
＜亀老山展望台＞              ＜多々羅大橋（ｻｲｸﾘﾝｸﾞ）＞ 
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６． 情報発信 
○マスコミ取材 

・選手団の来県日程、選手名簿、主な行事と練習スケジュールを県庁記者クラブに提供 

＜8/21 朝刊 愛媛新聞＞                ＜ローカルテレビ局や CATV 局の取材＞ 

   

○愛顔のえひめスポーツアプリ（スマホ向け）   ○愛媛県バドミントン協会ホームページ 

・県職員が選手たちの動向をリアルタイムにリポート  ・県協会関係者による情報発信（マレー語対応） 

        

○広告物 

 

  

＜立て看板＞ ＜インタビューボード＞ 
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７． 総括 

○マレーシアコーチたちの評価 

・愛媛側の受入れ体制は、非常に管理されており、素晴らしかった。 

・合宿で利用した施設は、いずれもきれいで整っており、申し分ない。ただ、１点、問題点をあげるとす

れば、宿泊施設と練習施設の距離が遠いということ。片道約 20 分の移動に要する時間を練習に

充てることができれば、もう少し充実したトレーニングができた。 

・親善試合やバドミントン教室で県民の方たちと交流を持てたことも良かったと思う。 

・今回は、若手選手中心の編成で特に問題にならなかったが、今後の合宿では、シニアのトッププレイ

ヤーが来ることも想定され、取材対応やサイン依頼、ビデオや写真撮影などで様々な制約がある場

合があるので、気を付けなければならない。 

 

○担当者の所感 

・今回の事前合宿の受入れに当たっては、合宿日程が確定したのが３週間前、メンバーが固まったの

が 10 日前であり、準備する時間が非常に限られた中ではあったが、多くの関係者の協力により、充

実した内容の合宿ができたと考える。 

・特に、夏休み期間中ということもあり、体育館のコート設営や撤去、練習の補助等において高校の

バドミントン部員の協力が得られ、運営を助けていただいた。一方で、参加した生徒たちにとっても、

レベルの高いトレーニングを間近で見ることができ、良い経験となったのではないかと思う。 

・ただ、事前の周知期間が短く、公開練習を見に来る観客が少なかったことは少し残念であった。 

・合宿においては、トレーニングメニューを事前に確認し、会場等を準備していても、コーチたちが選手

のコンディションを見ながら翌日のメニューを変更することがしばしばあり、準備が無駄になることも多く、

対応の難しさを感じた。 

・トッププレイヤーたちは、自分たちなりの練習メニューがあるため、今回よりも更に複雑な日程となり、

多くのリクエストに応えていく必要が生じるものと思われるが、今回の経験を踏まえ、より柔軟な対応

ができるよう準備を進めてまいりたい。 

 

 
 

マレーシア・バドミントンチームえひめキャンプに御協力をいただいた皆様、どうも 

ありがとうございました！ 


